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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

◎

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・前月に引き続き国内客、外国人観光客共に増加して
おり、売上も順調である。６月の売上は前年比
114.4％、一昨年比112.4％となっている。また、外国
人観光客による売上は全体の２～３割を占めている。

◎

一般小売店
［酒］（経営
者）

お客様の様子 ・最近は観光客の入込が多く、約15年ぶりに観光入込
客数が800万人を大きく超えるような勢いである。ま
た、それに伴って、市外の事業者の出店などが相次い
でおり、不動産の売買も活発になっている。全体的に
当市の景気は活気付いており、当社の売上にもそのこ
とが反映され、近年にないほど売上が好調である。

○

商店街（代表
者）

来客数の動き ・６月上旬及び下旬は例年並みの売上であったが、中
旬は道内外からの観光客に加えて、小グループの外国
人観光客の入込が目立ち、全体的に売上を伸ばした業
種が多かった。また、中旬は公共交通機関や自家用車
などを利用して買物に訪れる地元客の来街も増加して
おり、例年と比べて好調であった。

○

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・相変わらず来客数は微減傾向にあるものの、客単価
が上昇しているため、売上は微増となっている。どう
せ買うなら良い商材をと考える客が増えていること
で、商品単価が上昇している。

○

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・６月上旬こそ客単価が低下し、苦戦を強いられた
が、中旬以降は来客数、買上率、客単価のいずれもプ
ラス傾向となっており、売上も前年を上回って推移し
ている。

○

百貨店（営業販
促担当）

来客数の動き ・来客数が前年を上回ってきている。買上率はまだ前
年を下回っているものの、客単価はプラスとなってい
る。特に婦人服において客単価の上昇が目立ってお
り、売上も徐々に回復傾向となってきている。

○
スーパー（役
員）

お客様の様子 ・ホテル関係や建設関係が好調で当地への人の入込が
増えている。建設関係者による夕食の買物もあり、消
費全体が若干伸びている。

○
観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・４～５月に引き続き効率よく集客できた月であっ
た。国内外からのＷｅｂ予約も好調であった。

○

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・６月は北海道を周遊する国内チャーター便が初めて
当地に就航し、新たな需要につながった。また、大型
のマラソン大会の際には臨時便も就航し、道外から多
くの参加者がみられた。

○
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・観光客及びビジネス客の入込が多く、当市のホテル
の稼働率が高水準であった。

□
商店街（代表
者）

来客数の動き ・天候不順の影響なのか、来客数が前年よりも５％ほ
ど減っている。

□
商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の動きはこれまでと変わらない。会話の内容も変
わっていないようである。

□
商店街（代表
者）

販売量の動き ・今年の６月は近年にないほど、とても寒く、ファッ
ション関係を中心に夏物商材の動きが鈍く、苦戦を強
いられている店が多い。

□
百貨店（担当
者）

お客様の様子 ・夏物セールが始まったことで、客の消費の動きがや
や上向いてきている。

□
百貨店（役員） 販売量の動き ・３か月前と比べると販売量や売上の動きは良くなっ

ているが、景気が良くなっているという確信までは持
てない。

□
スーパー（店
長）

競争相手の様子 ・市内の競合店の売上状況が悪く、全体的なトレンド
は変わっていない。

□
スーパー（店
長）

お客様の様子 ・商材の価格に、原材料価格の高騰が反映されている
こともあり、客の節約志向が依然としてみられる。必
要な商材以外は購入しない客が多い。

□

スーパー（店
長）

販売量の動き ・競合店に売上でやや負けているなか、当店の周りで
駐車場、道路などの整備が進められているため、客向
けの通用口が余り使えなくなっており、厳しい状況が
続いている。

□

スーパー（企画
担当）

お客様の様子 ・６月は運動会シーズンであり、子供がメインとなる
イベントにはきちんとお金をかけていたようである
が、ふだんの買物については財布のひもは固いままで
ある。

□
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・来客数の動きに余り変化がみられない。

□
衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・客単価が下がっており、来客数も減っている日が多
い。特に若い世代の客が減っている。

家計
動向
関連

(北海道)



□
乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・レンタカー需要を除けば、小売市場に大きな変化は
なく、販売量も変わっていない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・４～５月と比べても売行きは維持できている。た
だ、景気が上向き又は下向きというほどではない。

□
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・販売量の増減もなく、目新しい商品もないため、景
気は変化していない。

□
自動車備品販売
店（店長）

販売量の動き ・オイル交換などのメンテナンス需要で前年並みの来
客数を獲得できているが、車や灰皿、マットなどの車
内用品の販売量は前年比95％と落ち込んだ。

□

その他専門店
［ガソリンスタ
ンド］（経営
者）

販売量の動き ・石油価格が高値で安定していることで販売量が減少
気味である。

□

高級レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・百貨店内に出店しているが、客が店内で買物してい
る雰囲気もなく、消費動向としては余り良くない。観
光客の入込は多少あるが、景気が良いというほどでは
ない。

□

高級レストラン
（スタッフ）

単価の動き ・11時30分の開店後は即満席となり、14時頃まで満席
の状態が続くなど、ランチの客入りは良い。一方、
ディナーは７割ほどの客入りであり、高単価のコース
料理の予約がないと、売上が伸びない。例年、この時
期は多忙だが、今年の売上は前年を12％下回るなど、
厳しかった。

□

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・中旬以降の天候不順の影響でランチの来客数が減っ
たが、どうにか前年並み程度に収まった。夜はサッ
カーワールドカップの影響で閑古鳥の鳴く日が数日あ
り、ボーナス月の活況さが感じられなかった。知り合
いの食堂では、人手不足のなか、能力の高い主婦パー
トの勤務時間が延びており、フルタイム並みに勤務す
るケースが目立ってきているようである。

□
旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・目立った購買活動がみられないため、景気は変わっ
ていない。

□
旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・来客数が前年をやや下回って推移している。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・外国人観光客の需要が例年並みにあった。イベント
関係の需要は好調であったが、その分、国内観光客の
需要が減少しており、全体としては景気は変わってい
ない。

□
タクシー運転手 販売量の動き ・売上が前年から３％程度減少している。６月は閑散

期であり、車両の稼働率を考慮すると、景気はさほど
変わっていない。

□

タクシー運転手 来客数の動き ・３か月前と比べて売上に変化はみられない。今年は
外国人観光客の動きにもやや鈍さがみられる。これか
ら夏場に向けて、観光客、地元客に動きが出てくるこ
とを期待しているが、売上は伸びないのではないかと
みている。人手不足の影響も懸念材料である。

□
通信会社（社
員）

来客数の動き ・来客数、販売量共に横ばいないし減少傾向で推移し
ている。

□
通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・新規の契約者は想定よりも増えているものの、複数
の契約を取ることに苦労しており、景気は変わってい
ない。

□
観光名所（従業
員）

来客数の動き ・６月26日時点の来客数は前年比97.3％、一昨年比
104.8％とほぼ例年並みで推移している。

□
美容室（経営
者）

お客様の様子 ・ここ数か月、客の来店周期や客単価が同じような数
値で推移しており、客の動きが固定化している傾向が
みられる。

□
美容室（経営
者）

来客数の動き ・ここ３か月、来客数がほとんど変わらない。

□
美容室（経営
者）

それ以外 ・定期的に来店する客が多く、来客数が安定的に推移
している。

□

住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・気温が余り上がらず、夏らしくない天候となってい
るなど、天候不順の影響で客のムードが良くない。イ
カの水揚げが前年に引き続き低調であることも影響が
大きい。

□
住宅販売会社
（経営者）

お客様の様子 ・モデルルームを訪れる客の様子に大きな変化はみら
れないが、客の多くが以前よりも慎重に物件を吟味し
ている。

▲

スーパー（企画
担当）

来客数の動き ・このところ来客数の前年割れが続いている。絶対数
が減少していることもあるが、むしろ来店頻度が落ち
ていることに起因しており、買物を控えたいという消
費者の節約行動の表れとみられる。



▲

スーパー（役
員）

単価の動き ・ここ数か月、景気がやや悪いなかで変化がみられず
推移していたが、６月に入り、水準がやや落ち込んで
いる。年金支給月というプラス要素がありながら、来
客数、客単価共に前年と比べると厳しい数値で推移し
ている。特に生鮮部門では、青果物、総菜、日配品な
どの客単価の低下、相場価格が上昇している商材の買
上点数の減少などがみられ、チラシやポイントサービ
スなどによる買い回り傾向が強くなっていることがう
かがえる。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・例年よりも気温が低いことから、１次産業などの動
きが遅れており、そのことが売上にも影響してきてい
る。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

来客数の動き ・漁業の動きが年々悪くなっており、周辺の加工場な
どで稼働の落ち込んでいる状態が続いている。

▲
コンビニ（エリ
ア担当）

単価の動き ・３か月前と比べて、同じカテゴリーの販売量上位品
目に単価の低い商材が多く入ってきており、出費を抑
えようという客の傾向がより強くなっている。

▲

衣料品専門店
（店長）

販売量の動き ・夏需要の実売期に入ってきたが、クールビズ関連商
材の売上は前年の87％にとどまっている。気温が低い
影響もあるが、それ以上にちょっとした洋品を買う客
の財布のひもが固くなっている。

▲
家電量販店（店
員）

お客様の様子 ・６月は天候不順の影響で気温が上がらず、夏物家
電、エアコンなどへの問合せが少なく、来客数も少な
かった。

▲
乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新商材が出たものの、見込みほどの販売量とはなら
なかった。

▲
高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・客単価は前年よりもやや上昇しているものの、来客
数が前年並みにとどまっているため、今一つ売上が伸
びきらない。

▲

タクシー運転手 来客数の動き ・６月は観光客の入込が増えているなか、地域恒例の
大きなイベントが複数あったものの、１台当たりのタ
クシーの売上は前年を下回った。また、乗務員不足で
タクシーの稼働率も落ちているため、会社の売上は大
きく減少した。

▲
タクシー運転手 競争相手の様子 ・当社及び同業他社のタクシーの稼働状況が前年と比

べて落ち込んでいる。サッカーワールドカップの影響
もあり、特に夜の酔客が減っている。

▲

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・天候不順の影響により、旅客数の伸びが鈍ってい
る。

×
観光型ホテル
（役員）

来客数の動き ・国内客、外国人客、個人客、団体客、全ての動きが
鈍い。特に外国人観光客については宿泊先が都市部に
集中する傾向が強く、来客数に伸びがみられない。

×
タクシー運転手 販売量の動き ・例年より早く観光客の入込がみられるものの、地元

客による消費の落ち込みが運送収入全体を押し下げて
いる。

◎
その他非製造業
［鋼材卸売］
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・再開発事業や農機具関連企業の動きが活発になって
いることで、ベース商材の売上が伸び始めている。商
材の購入意欲も上向き始めている。

○
建設業（役員） 受注量や販売量

の動き
・民間の建築需要が引き続き堅調であり、第１四半期
の受注実績は良好に推移している。

○
コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・個人客相手に商売している取引先の状況が上向きと
なっている。前年を上回る業績を見込んでいる取引先
も多くみられる。

□

家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・小売業は相変わらず低迷が続いているが、請負物件
の需要が活性化している。特に北海道産広葉樹を活用
するプロジェクトなどが活発に動いている。プラス要
素とマイナス要素があり、全体ではプラスマイナスゼ
ロとなっている。

□

建設業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・例年であれば建設関連工事の発注時期に当たるが、
業界の労務者不足に起因する工事単価高騰の影響によ
り、公共工事も含めて発注待ち物件が増えており、全
体の工事量が増加してこない。

□

輸送業（支店
長）

受注量や販売量
の動き

・貨物量は増えているものの、働き方改革に伴う時間
外勤務の制限などから作業員、乗務員不足の慢性化が
一層顕著になってきており、それを回避するための外
注費用が利益を圧迫し始めている。

企業
動向
関連

(北海道)



□
通信業（営業担
当）

取引先の様子 ・取引先全般において、前年と同様の堅調な売上がみ
られ、人手不足の話題も多いことから、景況感はやや
良い状況が続いている。

□

金融業（従業
員）

取引先の様子 ・公共投資が弱含みとなっている。個人消費は節約志
向が強く、力強さに欠ける状況に変化はみられない。
一方、外国人観光客による消費は堅調であり、道内景
気を下支えしている。これらのことから、道内の景気
は３か月前と横ばいで推移している。

□
司法書士 取引先の様子 ・例年と同じように建物の建築件数が増加しており、

これに伴い土地取引においても若干の伸びがみられ
る。

□

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注量や販売量
の動き

・人材不足の影響で新しい案件の話があっても受注で
きない状況となっている。売上は停滞している。

□

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・売上の前年比が前年並みの数値に落ち着いてきた。

▲
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前の販売量は前年比111.4％であったが、６
月の見込みは前年比102.3％にとどまっているため、
景気はやや悪くなっている。

▲

司法書士 取引先の様子 ・政府の景気対策が一向に打ち出されないこともあ
り、景気回復の兆しが見えてこない。不動産取引の成
約件数も少なく、じっと我慢をしているような状況に
ある。

×
食料品製造業
（従業員）

受注量や販売量
の動き

・３か月前と比べて急激に受注量が落ち込んでいる。
前年と比べて１割以上も減少している。

◎ － － －
○ － － －

□

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・６月の求人数は３か月前の２倍以上に増加してい
る。職種をみると、営業職が７割を占めており、企業
の営業展開の積極性がうかがえる。欠員対応の求人も
あるが、企業の業績が悪ければ、中途採用を手控える
ことになるため、企業の経営環境は安定又は拡大基調
にあるものとみられる。

□

求人情報誌製作
会社（編集者）

それ以外 ・人手不足感の高まりから、求人件数は多いものの、
どちらかといえば欠員補充や社員の高齢化といった募
集理由が多く、景況感の良さが理由とはなっていな
い。また、設備投資といった攻めの事業展開をする企
業もみられないことから景気は変わらない。

□
新聞社［求人広
告］（担当者）

周辺企業の様子 ・５月末から６月にかけて天候が不順なことで、基幹
産業である農業への影響を懸念する声が多く聞かれ
る。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・月間有効求人数が２か月連続で前年を下回ったが、
月間有効求職者数が６年７か月連続で前年を下回った
ことから、有効求人倍率は0.97倍と８年３か月連続で
前年を上回った。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・５月の有効求人倍率は1.03倍となり、前年を0.08ポ
イント上回り、引き続き高い水準で推移している。

□
職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は３か月連続で前年を上回っているが、
増加幅が縮小している。

□

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・有効求人数が４か月ぶりに増加し、有効求職者も５
か月ぶりに増加したが、有効求職者の増加幅が大き
かったため、有効求人倍率は２か月連続して１倍を下
回った。

□

学校［大学］
（就職担当）

採用者数の動き ・道内の中小企業のほとんどが来春入社の新卒採用枠
を満たしておらず、採用にかかるコストやマンパワー
に限界を感じ始めている。ただし、求める人材レベル
は下げないという方針の下で、無理をしてでも採用す
るということは控えるとみられる。近い将来の景気の
好転と新卒の人件費を前年以上に企業側が考えるよう
になっており、新卒採用という観点からは道内企業に
大きな変化はないとみられる。

▲
求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・人材が集まらないため、アルバイト、パートの求人
はシニア向けが増加している。正社員については在職
者の転職者が目立っている。

× － － －

雇用
関連

(北海道)
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